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バレーボール、ミュンヘンオリンピックで優勝の栄誉 （※１）  

                        高普第 19回卒  佐 藤  哲 夫 

 

 相高創立 90周年、おめでとうございます。 

 この 90年の歴史の中に３年間在籍出来た事を光栄に思っています。 

 恩師吉田先生（※２）の勧めでバレーボールを始め何もわからなかった自分ですが、先輩、

同僚、後輩等に支えられ３年間過ごしました。 

 卒業と同時に富士写真フィルム(株)に入社、その年の夏より全日本入りし、10年間数々

の大会に出場、その中でも、ミュンヘンオリンピックでは世界一の栄誉に輝きました。 

 又富士フィルムの一員として、都市対抗、日本リーグで選手として日本一になり、現在

日本国内で最強のチームと言われている一員の総務として頑張っています。 

 

 18 歳で全日本入り、右も左もわからない時代スタートがトップクラス（何事でも練習、

生活、食事、規律等）で非常に苦しい事が多くありました。 

 目標が大きければ大きい程厳しい世界です。 

 海外にも数多く遠征し、日本が一番すぐれた国であるし、恵まれた豊かな国であること

も体で感じた。 

 諸先輩を前に私自身もまだまだ未熟者です。 

 目標を持ちそれに立ち向う、力強い精神力を持った相高生であってほしい。 

 

  ・ 昭和 24年３月 12日 福島県相馬市松川生   ・昭和 39年３月 相馬市立中村第二中学校卒業 

  ・ 昭和 42年３月 福島県立相馬高等学校卒業   ・昭和 42年４月 富士写真フィルム(株)足柄工場に入社 

  ・ 現在 富士写真フィルム(株)足柄工場勤労部 バレーボール部総務 

  ・ 相馬高校 41年 インターハイ県予選３位 

  ・ 富士フィルム選手、総務として 

     54年 都市対抗優勝（選手として）    56年 第 15回日本リーグ男女選手権優勝（選手として） 

     58・59・60・61・62年 第 17・18・19・20・21回日本リーグ男女選手権優勝（総務として） 

  ・ 全日本選手として 

     42年 夏合宿より参加    43年 メキシコオリンピック２位   44年 ワールドカップ２位 

     45年 世界選手権３位 アジア大会優勝   47年 ミュンヘンオリンピック優勝  

     49年 世界選手権３位 アジア大会優勝   51年 モントリオールオリンピック４位 

 

 

   （※１）創立 90周年記念誌『紅の旗』〈1988(昭和 63)年 9月 2日発行〉 

               「今こそ伝えたい、希望と勇気を」＝＝ＯＢから若駒への熱きメッセージ＝＝より。 

   （※２）吉田孔彦：相中第 40回、昭和 17（1942）年卒業。相高教諭（保体）：昭和 26〜47年。 

                             相中嘱託（保体）：昭和 21〜22年 

                                             （ 転記＆※脚注 村山 ）


